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　　カード A ： 「ない」
　　カード B ： 「ない」
　　カード C ： 「ある」（嘘をついた）
　　カード ABC ： 「ない」
　　カード AB ： 「ある」
　　カード AC ： 「ある」
　　カード BC ： 「ある」
　（1）まず，演者 Pは「ある」の答えだったカード
の名前に含まれる A，B，Cの個数を調べる．














　●カード ABCには 2進数表示で 23の桁が 1であ
る数が並び，カード ABには 2進数表示で 22
の桁が 1である数が，カード ACには 2進数表



























2 3 4 5
8 9 14 15
B
1 3 4 6
8 10 13 15
C
1 2 5 6
8 11 12 15
ABC
8 9 10 11
12 13 14 15
AB
4 5 6 7
12 13 14 15
AC
2 3 6 7
10 11 14 15
BC
1 3 5 7












































　　　ABC ： 3進数表示の 33の位が 1の数 ,
　　　AB ： 3進数表示の 32の位が 1の数 ,
　　　AC ： 3進数表示の 31の位が 1の数 ,




















































　（2） 5n－1の 1の位の数は全て 4である．




































3n − 1 4n − 1 5n − 1 6n − 1















1 − 1 = 5
32 − 1 = 8 2 − 1 = 15 2 − 1 = 24 2 − 1 = 35
33 − 1 = 26 3 − 1 = 63 3 − 1 = 124 3 − 1 = 215
34 − 1 = 80 4 − 1 = 255 4 − 1 = 624 4 − 1 = 1295













7n − 1 8n − 1 9n − 1
71 − 1 = 6 81 − 1 = 7 91 − 1 = 8




2 − 1 = 80
73 − 1 = 342 8
8
8
3 − 1 = 511 3 − 1 = 728
74 − 1 = 2400 4 − 1 = 4095 4 − 1 = 6560




















　　　カード A : 奇数
　　　カード B : 6～14，18～23
　　　カード C : 2，3，4，8，11，12，13，17，
　　　　　　　  18，19，23，24，25
　　　カード D : 1，2，4，5，6，10，11,
　　　　　　　  13，14，15，19，20，22，23，24
　　　カード AB : 32の位が 1の数
　　　カード AC : 31の位が 1の数
　　　カード AD : 30の位が 1の数
　　　カード BC : 32の位が 2の数
　　　カード BD : 31の位が 2の数









　　　カード A : 「ない」
　　　カード B : 「ない」
　　　カード C : 「ない」
　　　カード D : 「ある」（嘘をついた）
　　　カード AB : 「ある」
　　　カード AC : 「ない」
　　　カード AD : 「ある」
　　　カード BC : 「ない」
　　　カード BD : 「ある」
　　　カード CD : 「ない」
この結果，「ある」のカードの A～ Dの個数は
　　A： 2個，B： 2個，C： 0個，D： 3個
である．よって，カード Dで嘘をついたことが分
かり，本当の「ある」のカードたち，カード AB,カー































aの値 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9














































（１） メルセンヌ数 Mn 
メルセンヌ数は 2ｎ-１（n は自然数）の自然数で、以下の性質をもっている。 
① Mn が素数ならば、n は素数である。ただし、逆は成り立たない。Mn が素数の場
合、それはメルセンヌ素数という。 
②  Mn を 2 進数にすると、すべ 















規則①2 進法に直したとき、8 の位が 1    
の数字は ABC、4の位が 1の数字は AB、 
2 の位が 1 の数字は AC、1 の位が 1 の 
数字は BC のグループに入る。また、A、 
B、C のグループは、ABC や AB に入っている数字をもとに A、B、C のそれぞれの個数
が偶数個になるよう分類し、一度嘘をついても数が当てられるようにする。            
規則②数当てをするには、その数が入っているグループの先頭の数を足す。 
これらをもとに 3 進法で数当てはできないのかという疑問をもち、何個のグループが必
要でどのように分類するかなどを考え、一般の n 進数の場合についても研究した。 
 
３ 感想 
今回は普段学べないことを考える良い機会となり、貴重な体験をすることができた。n
進法は数学の様々なところで応用されていることがわかった。自分たちで新しいアイデア
を考えたり、それを伝えたりすることは難しく大変だったが、未知のことに挑戦しながら
考えていくことができた。これからの数学の勉強に、今回学んだことを生かしていきたい。 
図３：「群馬県 SSH等合同成果発表会」レジュメ
山　本　亮　介18
